
に
お
け
る
具
体
的
方
策
の
実
行
が
続
き
ま

す
。
そ
う
し
た
大
き
な
変
化
に
学
校
が
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
全
教
師
が

目
線
を
合
わ
せ
、
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
教
育
活
動

の
構
造
化
だ
。
同
校
が
大
切
に
し
て
き

た
教
育
活
動
が
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な

「
21
世
紀
型
能
力
」
や
「
生
き
る
力
」
に

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
を
教
師
間
で

議
論
し
、
そ
れ
ら
の
関
連
性
を
図
示
し
た

「
学
び
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」（
図
１
の
下
）
を

作
成
し
た
と
、
教
務
主
任
の
菅
原
尚な

お

規き

先

生
は
説
明
す
る
。

　
「
学
校
全
体
の
教
育
の
あ
り
方
を
考
え

　

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
は
、
創
造
工
学

科
・
創
造
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
生
活
創
造
デ
ザ

イ
ン
科
の
３
科
か
ら
成
る
学
校
だ
。
以
前

は
、
各
科
が
独
自
に
方
針
を
立
て
て
教
育

活
動
を
行
う
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
２
０

１
８
年
度
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
渡わ

た

森も
り

和
彦
副
校
長
は
、

そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
19
年
度
か
ら
『
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
』
の
実
施
が
始
ま
り
、
22

年
度
か
ら
は
新
学
習
指
導
要
領
が
年
次
進

行
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
高
校
教
育
改
革

る
た
め
に
は
、
各
教
育
活
動
の
個
別
の
役

割
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
互
の
つ

な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

教
師
一
人
ひ
と
り
に
教
育
活
動
を
構
造
的

に
捉
え
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

次
に
、
同
校
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
「
21
世
紀
型
能
力
」「
生

き
る
力
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
か
を
検

討
す
る
た
め
、
教
師
間
で
は
ま
ず
、
学
校
・

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
と
課
題
を
協
議
し

た
。例
え
ば
、学
校
の
強
み
と
し
て
は
、「
進

路
指
導
と
生
徒
指
導
を
両
輪
と
す
る
生
徒

育
成
の
柱
が
整
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が

挙
が
り
、
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
の

意
義
に
つ
い
て
改
め
て
共
通
認
識
を
図
れ

る
機
会
に
な
っ
た
と
、服
装
指
導
「
服
育
」

担
当
の
小
川
修
平
先
生
は
話
す
。

　
「
身
だ
し
な
み
の
大
切
さ
を
自
覚
で
き

る
生
徒
を
育
て
る
と
い
う
方
針
を
３
科
で

共
有
し
、『
服
育
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
師
一
人
ひ
と
り
が
、
服
装
に
課
題
が
あ

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校

◎
校
訓
に「
質
実
剛
健
に
し
て
美
し
く
」を
掲
げ
る
。

工
業
・
商
業
・
家
庭
の
３
科
を
擁
す
る
県
内
唯
一

の
専
門
高
校
。
専
門
教
科
の
学
習
を
通
し
て
「
地

域
の
未
来
を
創
造
す
る
人
材
」
を
育
成
し
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
創
造
工
学
科
・
創
造
ビ
ジ
ネ

ス
科
・
生
活
創
造
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

私
立

大
は
、
文
教
大
、
千
葉
工
業
大
、
関
東
学
院
大
、

横
浜
商
科
大
、常
葉
大
な
ど
に
11
人
が
合
格
。短
大
、

専
門
学
校
進
学
51
人
。
就
職
１
２
４
人
。

◎U
R
L

　

h
ttp

://w
w

w
.ed

u.p
ref.sh

izu
o

ka.jp
/

gotem
ba-h/hom

e.nsf

自
校
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
学
校
教
育
目
標
を

策
定
し
、学
科
・
教
科
横
断
で
指
導
改
善
を
推
進

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
は
２
０
１
８
年
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
に
着
手
し
、

教
師
間
で
の
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
の
声
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
、学
校
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
、全
学
科
・
教
科
を
横
断
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導実践 評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画学

校
・
生
徒
の
実
態
を
多
角
的
に

把
握
し
、
学
校
教
育
目
標
を
策
定 静

岡
県
立
御
殿
場
高
校

学校教育
目標

先
進
事
例
１
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る
生
徒
と
向
き
合
い
、
何
が
、
な
ぜ
課
題

な
の
か
、
振
り
返
り
を
行
わ
せ
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
き
め

「
計
画
力
」「
発
見
力
」
な
ど
の
９
つ
を
設

定
し
た
（
図
１
の
上
）。

　
「
特
別
活
動
も
含
め
た
様
々
な
教
育
活

動
の
目
標
と
し
て
設
定
で
き
る
も
の
に
な

る
よ
う
、
資
質
・
能
力
の
名
称
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、『
読
解
力
』
で
す

が
、
本
校
で
の
指
導
の
中
で
大
事
に
し
た

い
『
傾
聴
力
』『
集
中
力
』
と
合
わ
せ
て
、

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
力『
習
得
力
』

と
し
ま
し
た
」（
渡
森
副
校
長
）

会
の
役
員
や
１
・
２
年
生
の
学
級
委
員
ら

が
、「
な
ぜ
、
御
殿
場
高
校
に
入
学
し
た

の
か
」「
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
自
分
に

な
っ
て
い
た
い
の
か
」
な
ど
を
語
り
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
連
の
検
討
の
結
果
を
総
合

し
、「
地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に

必
要
な
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
習
得
力
」

細
か
な
生
徒
指
導
は
、
今
後
も
継
続
・
発

展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、
全
教
師
の
考
え
が

一
致
し
ま
し
た
」

　

学
校
の
実
態
を
多
角
的
に
把
握
し
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
検
討
で
き
る

よ
う
、教
師
以
外
か
ら
も
考
え
を
聞
い
た
。

例
え
ば
、
生
徒
の
保
護
者
や
卒
業
生
が
就

職
し
て
い
る
地
域
の
企
業
に
、
同
校
に
育

成
し
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
り
、
生
徒

＊学校資料を基に編集部で作成。

２
学
年
主
任

美
那
川
雄
一

み
な
が
わ
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

生
徒
課
・「
服
育
」
担
当

小
川
修
平

お
が
わ
・
し
ゅ
う
へ
い

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
保
健
体
育
科
。

創
造
性
育
成
担
当

坂
本
貴
志

さ
か
も
と
・
た
か
し

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
工
業
科
。

情
報
研
修
課

神
谷
隼
基

か
み
や
・
と
し
き

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
数
学
科
。

教
務
主
任

菅
原
尚
規

す
が
わ
ら
・
な
お
き

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
国
語
科
。

教
務
課
・「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
担
当

坂
本
泰
三

さ
か
も
と
・
た
い
ぞ
う

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
美
術
科
。

副
校
長

渡
森
和
彦

わ
た
も
り
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

新しい時代の教育へ　教育の質の向上

協働学習へ向けたコミュニケーション能力向上

安心安全な環境　コアスキル＝自信

自立や社会参加に向け、生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、
生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う。

•スキルなので伸ばせる。
•積み上げ式ではないので減ることがある（自信喪失・自信が細る）。

人
２１世紀型能力

ＣＡＰ：キャリア教育
進路意識 職業観 人生観 ＳＳＴ

学ぶ力

生きる力

主体的・対話的
で深い学び

学びへの高いモチベーション 整った教室文化

服育：道徳教育
規範意識 他者理解 郷土愛

学ぶ環境

ＩＣＴ活用
学習

特集

御殿場高校が育成を目指す資質・能力図１

◎育成を目指す資質・能力の概念図

地域とともに
未来を創る
スペシャリストの育成

挑戦への躍動
学び続ける姿勢

•習得力（読解・傾聴・集中）
• 自己管理力（負けない心・社会性）
• 傾聴／受容力（他者理解）

• 計画力（タスクマネジメント）
• 行動／協働力（各種連携・主体的・対話的で深い学び）
• 表現力（思いや考えを伝える・成果を示す）

• 発見力（課題を見いだす）
• 分析力（状況を整理する）
• 思考／判断力
　（考えを導き出す深い学び）

基本のチカラをINPUT
成長するための自分づくり

実行力ACTIONで成長
個人で クラスで 学校で 地域で実践

創造力をOUTPUT
自分の 地域の 未来の創造

個に応じた教育

標準化教育

◎学びのピラミッド

①まずは安心
安 全。コアス
キルとして自信
を位置づける。

②キャリア教育と道徳
教育で、メンタル面で
の土台を固める。

③生徒個々が学ぶ力を身
につけ、学びへ向けた教
室文化が醸成される。

④学びへの土台を整えた上で、
新しい時代の教育を展開する。

⑤より大きなピラミッドになり、変化の激
しい時代を生き抜く力が頂点に乗る。⑤土台ができていれば、多

様な職業への対応が可能
（転職や新たに生まれる職
種への対応が可能）。
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育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
具
体
化

に
よ
り
、全
校
体
制
で
の
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
指
導
改
善
が
本
格
化
し
た
。例
え
ば
、

各
教
科
団
で
は
、
必
履
修
科
目
を
中
心
に

22
年
度
１
学
年
か
ら
の
教
育
課
程
編
成
表

（
図
２
）
を
試
作
し
、
新
学
習
指
導
要
領

で
学
習
す
る
各
分
野
・
単
元
に
お
い
て
、

関
連
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
企
画
す

る
こ
と
で
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

し
た
。
そ
う
し
た
働
き
か
け
の
結
果
、
研

修
に
参
加
す
る
専
門
教
科
の
教
師
が
増

え
、
多
様
な
教
科
の
教
師
が
協
働
す
る
機

会
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
、
研
修
を
主
導

し
て
き
た
１
人
で
あ
る
地
理
歴
史
・
公
民

科
の
美み

那な

川が
わ

雄
一
先
生
は
語
る
（
＊
）。

同
校
が
策
定
し
た
９
つ
の
資
質
・
能
力
の

う
ち
、
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の

か
、
そ
の
対
応
な
ど
を
示
し
た
。

　

資
質
・
能
力
の
育
成
を
軸
に
据
え
た
、

教
育
活
動
の
関
連
づ
け
も
強
化
し
て
い

る
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

年
数
回
、
全
教
師
か
ら
希
望
者
を
募
っ
て

実
施
す
る
「
教
科
横
断
推
進
研
修
」
だ
。

　

同
研
修
は
、
17
年
度
、
地
理
歴
史
・
公

民
科
や
数
学
科
と
い
っ
た
普
通
教
科
の
若

手
教
師
や
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
が
始
め

た
。
当
初
の
参
加
者

は
普
通
教
科
の
教
師

の
み
だ
っ
た
が
、
普

通
教
科
の
教
師
は

専
門
教
科
の
教
師
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か

け
、
参
加
を
働
き
か

け
た
。
例
え
ば
、
工

業
科
の
教
師
に
は
、

授
業
で
製
作
す
る

様
々
な
機
械
の
図
面

を
見
せ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
図
面
の
理

解
と
密
接
に
か
か
わ

る
数
学
や
物
理
の
学

習
内
容
を
聞
き
、
工

業
・
数
学
・
物
理
の

＊　美那川先生のご実践は、本誌２０１９年６月号Ｐ.10〜13 でご紹介しています。

同校が育成を目指す資質・能力の中から、各教科・科目の単元ごとに特に育成を目指す資質・能
力を◎や○で表示。特別活動についても同様に作成する。また、新学習指導要領の理念である「社
会に開かれた教育課程」を実現すべく、「地域の物的資源を活用した学び」「地域の人的資源を活
用した学び」などの項目も設けた。　＊学校資料を基に編集部が一部改編。教育課程編成表「公
共」の全容は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）でダウンロー
ドできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧ください。

「教科横断ＭＡＰ」の例（「学びのTarget」読解力の育成）図３

多
様
な
教
育
活
動
を
関
連
づ
け
る

「
教
科
横
断
推
進
研
修
」

「教科横断ＭＡＰ」の例

図２ 新学習指導要領に対応させた教育課程編成表の例（第１学年「公共」）

「学びの Target」は、「創造性の育成」「読解力の育成」「防災教育」「思いやりの育成」「地域理解」「規範意識の育成」の６
つを設定。２０２２年度の教育課程編成表と対応させられるよう、新学習指導要領における教科・科目や様々な特別活動を横
断しながら、資質・能力を育成する方策を検討した。

事件や事故、災害等から身を
守る安全な行動や規律ある集
団行動、及び関係知識の習得

・新学習指導要領対応 社会に
開かれた教育課程編成表へ
・学びのデザインシートへ

・多様な他者と協働する集団
行動の意義の理解と実践
・課題を見いだし、解決するた
めの合意形成と意思決定

※ 新学習指導要領を参考に作成（以下同様）。

※ Ｓは創造工学科、Ｂは創造ビジネス科、Ｄは生活創造デザイン科の略称。

• 教科指導を踏まえて特別活動を実践する
• 事前指導／事後指導を教科が担う

御殿場高校育成を目指す資質・能力より

防災教育（横断：特別活動・教科）
全
体
目
標

科
目
目
標

特
活
目
標

学びの Target

習得力
自己管理力

基本のチカラ 実行力 創造力

計画力
行動力
協働力

発見力
分析力

思考判断力

育成を目指す資質・能力

１年次「公共」
〈人間としての在り方生き方〉
人間の尊厳・生命への畏敬

１年次「科学と人間生活」
〈自然災害と人間〉：災害全般

〈プラスチック〉：燃焼性質

Ｓ１年次「工業情報数理」
Ｂ１年次「情報処理」

Ｄ１年次「生活産業情報」
〈情報モラル〉正確な情報伝達

１・２年次「家庭総合」
〈食生活・住生活・高齢者〉

災害時の食と住
災害時の介護支援

1年次課題　読書感想文
〈怒る富士〉

１年次「保健」
〈安全な社会生活〉：応急手当

２年次「地理総合」
〈自然環境と防災〉

３年次「歴史総合」
〈歴史と私たち〉

３年次　課題研究
（「総合的な探究の時間」）

２年次「化学基礎」
〈化学反応式〉：燃焼反応

Ｂ１年次「ビジネス基礎」
〈経済と流通〉

ワッフル・ハウス指数と
商品流通の維持

Ｂ２年次「マーケティング」
〈製品政策〉

お弁当プロジェクト

全学年　防災訓練
実践的活動：災害対応
集団活動：全校訓練

１年次　ふじのくに
ジュニア防災士取得

全学年　DIG・HUG
実践的活動：災害シミュレーション

集団活動：ＧＷ
学び続ける姿勢
社会で実践

6 Februar y  2020

＊学校資料を基に編集部で作成。

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 6頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
南部

念
校
02/05
南部 − −/−

− − −/−
−

P04-07_view21koukou-2g.indd   6 2020/02/05   10:25



　
「
読
解
力
や
論
理
的
思
考
力
な
ど
、
全

教
科
で
育
成
さ
れ
る
資
質
・
能
力
は
多
く

あ
り
ま
す
。
教
科
を
横
断
し
た
研
修
を
強

化
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
の
さ

ら
な
る
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
普
通
教

科
の
授
業
は
３
科
す
べ
て
に
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ま
ず
は
普
通
教
科
の
教
師
が

動
き
、各
科
の
教
師
に
働
き
か
け
ま
し
た
」

　

全
教
師
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
約
30
人

が
参
加
し
た
19
年
10
月
の
希
望
研
修
で

は
、
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
「
学
び
の

T
arget

」
と
し
て
、「
創
造
性
の
育
成
」「
読

写真　19年10月
の「教科横断推進
研修」では、教師
たちが各教科団で
試作した教育課程
編成表や各教科の
新学習指導要領な
どを参照しながら
議論。研修の最後
に、グループごと
に練り上げた「教
科横断ＭＡＰ」（図
３）を発表した。

解
力
の
育
成
」「
防
災
教
育
」
な
ど
の
６

つ
の
観
点
を
設
定
。
教
師
は
観
点
ご
と
に

教
科
混
合
の
５
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
（
写
真
）、
各
観
点
に
お
け
る
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
３
年
間
を
通
し
て
各

教
科
の
授
業
や
特
別
活
動
を
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
け
、
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
育
む

の
か
を
体
系
化
し
た「
教
科
横
断
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

（
図
３
）
を
作
成
し
た
。
今
回
の
研
修
を

主
導
し
た
情
報
研
修
課
の
神か

み

谷や

隼と
し

基き

先
生

は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
１
つ
の
教
育
活
動
で
す
べ
て
の
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

ど
の
教
育
活
動
で
、
ど
ん
な
資
質
・
能
力

を
育
成
す
る
の
か
を
明
確
化
し
た
上
で
、

様
々
な
教
育
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
先
生
方
が
そ
う
し
た
意
識
を
持

ち
や
す
く
な
れ
ば
と
思
い
、
教
科
や
特
別

活
動
の
枠
を
超
え
た
観
点
を
設
定
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
授
業
や
特
別
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
生
徒
に
『
学
び
のT

arget
』

の
内
容
を
ど
う
学
ば
せ
る
の
か
、
具
体
的

に
検
討
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

既
存
の
取
り
組
み
も
、
資
質
・
能
力
の

育
成
の
観
点
か
ら
見
直
し
た
。
そ
の
１
つ

が
、
３
科
が
共
通
し
て
全
学
年
に
設
置
す

る
学
校
設
定
科
目
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
以
下
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
）」
で
行
わ
れ
て

い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。
以
前
は
プ
リ
ン

ト
を
用
い
て
、
職
業
の
内
容
を
調
べ
る
学

習
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
19
年
度
か
ら

は
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
各
学
年
で
取

り
組
み
を
工
夫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
19

年
度
２
学
年
の
１
学
期
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
方
法
を
取
り
上
げ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
読
解
・

要
約
さ
せ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
方
法
を
議
論
さ
せ
た
り
し
た
と
、「
Ｃ

Ａ
Ｐ
」
担
当
の
坂
本
泰
三
先
生
は
話
す
。

　
「
新
聞
記
事
を
読
解
・
要
約
す
れ
ば
『
習

得
力
』、議
論
を
す
れ
ば『
表
現
力
』や『
思

考
／
判
断
力
』
な
ど
の
育
成
に
つ
な
が
り

ま
す
。『
Ｃ
Ａ
Ｐ
』を
通
じ
て
ど
ん
な
資
質・

能
力
が
育
成
で
き
る
の
か
、
学
年
団
で
協

議
し
、取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
」

　

20
年
度
３
学
年
の「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」で
は
、「
発

見
力
」「
分
析
力
」
な
ど
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
生
徒
が
御
殿
場
市
の
課
題
と
向
き

合
う
探
究
学
習
を
導
入
す
る
予
定
だ
。

　

一
連
の
指
導
改
善
の
成
果
は
、
大
き
く

実
を
結
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
生
徒
が
学

習
内
容
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
授
業
中
に

積
極
的
に
学
び
合
い
を
す
る
姿
や
、
授
業

内
容
を
休
み
時
間
に
友
人
に
質
問
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
定

期
的
に
実
施
す
る
「
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
」
で
は
、
学
力
を
伸
ば
す

生
徒
が
増
え
て
い
る
。
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
指
導
に
よ
っ
て
学
習
意
欲
が
高
ま

り
、
そ
れ
が
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

３
科
間
で
の
連
携
が
進
ん
だ
こ
と
も
、

大
き
な
成
果
だ
。
19
年
度
か
ら
は
、
３
科

の
協
働
に
よ
る
商
品
開
発
に
挑
戦
し
て
い

る
と
、工
業
科
の
坂
本
貴
志
先
生
は
話
す
。

　
「
ま
ず
、
生
活
創
造
デ
ザ
イ
ン
科
の
生

徒
が
、
商
品
と
な
る
料
理
を
作
り
、
そ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。
そ
し

て
、
創
造
工
学
科
の
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
を

形
に
し
、
創
造
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
が
販

売
戦
略
な
ど
を
練
り
上
げ
ま
す
」

　

今
後
は
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
指
導

改
善
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

　
「
本
校
の
指
導
改
善
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
あ
り
、
資
質
・
能
力
の
評
価
方
法

の
検
討
な
ど
、
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
先
生
方
と
議
論
を
重
ね
、
全

校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
渡
森
副
校
長
）

特集

生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
工
夫
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
る

資
質 

・
能
力
の
評
価
方
法
の

検
討
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
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学校教育デザインを描く今と未来
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